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盛
岡
・
青
森
両
支
部
は
、
「
分
会
代
表
者
会
議
」
を
開
催
し
、
当
面
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
意
思

統
一
を
図
っ
た
。
会
議
で
は
各
支
部
か
ら
の
提
起
の
ほ
か
、
地
方
本
部
か
ら
組
織
拡
大
の
各
地
方
に
お
け

る
目
標
と
２
０
２
２
年
度
新
規
採
用
者
対
策
に
つ
い
て
提
起
を
し
、
機
関
代
表
者
か
ら
組
織
拡
大
の
取
り

組
み
や
各
職
場
で
の
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
全
体
で
意
見
交
換
が
さ
れ
た
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
毎
年
恒
例
の
「
旗
開
き
」
は
昨
年
同

様
に
両
支
部
と
も
中
止
と
し
た
。

　

盛
岡
支
部
の
会
議
は
盛
岡
国
労
会
館
を
会
場
に

佐
々
木
研
司
支
部
委
員
長
を
座
長
に
選
出
し
て
進
め

ら
れ
、
地
本
・
及
川
孝
組
織
部
長
か
ら
新
規
採
用
者

対
策
の
提
起
を
受
け
た
後
、
菅
原
高
明
支
部
書
記
長

が
組
織
拡
大
と
「
支
部
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
基
本

的
考
え
」
を
提
起
し
全
体
協
議
に
入
っ
た
。

　

新
規
採
用
者
対
策
で
は
、「
新
採
者
に
グ
ッ
ズ
の

配
布
が
で
き
た
」
と
の
報
告
の
一
方
で
、「
配
属
の

情
報
が
伝
わ
ら
ず
、
配
属
日
に
新
入
社
員
と
接
触
を

持
つ
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
」
と
い
う
実
態
も
報
告

さ
れ
た
。

　

組
織
拡
大
に
つ
い
て
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
交

流
は
難
し
い
が
、
若
手
社
員
と
は
月
一
の
ペ
ー
ス
で

交
流
が
で
き
て
い
る
」
と
の
報
告
や
「
若
手
社
員
と

交
流
す
る
た
め
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
を
利
用
し
、
持
続
的

な
つ
な
が
り
を
創
り
出
し
て
い
る
。
対
面
で
は
言
え

な
く
て
も
、
愚
痴
や
悩
み
等
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と

も
。
会
話
だ
け
が
全
て
で
は
な
い
」
と
の
発
言
も
あ

っ
た
。

　

最
後
に
、
菅
原
支
部
書
記
長
が
「
分
会
運
動
の
柱

で
あ
る
班
活
動
を
強
化
す
る
中
で
、
対
面
に
こ
だ
わ

る
こ
と
な
く
S
N
S
等
を
利
用
し
な
が
ら
若
い
社
員

と
の
交
流
を
深
め
、
組
織
の
拡
大
に
全
員
で
取
り
組

ん
で
い
こ
う
」
と
の
ま
と
め
を
全
体
で
確
認
し
、
終

了
し
た
。

青森支部：議題を提起する石田春夫支部書記長
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０
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２
年
２
月
19
日（
土
）

　
　
　
　

  

11
時
〜（
15
時
終
了
予
定
）

場　

所　

  

リ
リ
オ
（
盛
岡
市
）

生活・法律相談窓口のご案内

生活・法律相談

専門の弁護士が直接相談に応じます。

☆あなたの不安の解消、お手伝いします

労働問題からサラ金問題、
財産相続問題など、
何でもご相談ください。

無料
相談

※ 相談者氏名、相談内容等については
　外部には一切公表致しません。〈秘密厳守〉

◇相談日

　３月10日（木）/ 5月12日（木）

◇相談時間
　すべての相談日とも13時から15時まで

◇相談受付電話
　019－622－5021
　　国鉄労働組合盛岡地方本部

◇相談場所
　盛岡市内丸6-15　EST21ビル
　　もりおか法律事務所

◇弁護士
　佐々木　良博

一般財団法人　国鉄労働会館　盛岡地方部

　

青
森
支
部
の
会
議
は
青
森
県
労
働
福
祉
会
館
を
会

場
に
、
阿
部
一
久
支
部
委
員
長
に
よ
る
「
総
選
挙
で

改
憲
勢
力
３
分
の
２
超
え
、
平
和
と
護
憲
の
闘
い
は

厳
し
い
局
面
に
。
参
議
院
選
で
巻
き
返
し
を
図
ろ
う
」

と
の
座
長
就
任
挨
拶
後
、
地
本
・
及
川
孝
組
織
部
長

が
新
規
採
用
者
対
策
を
提
起
し
、
続
い
て
石
田
春
夫

支
部
書
記
長
が
協
議
事
項
に
つ
い
て
提
起
し
た
。

　

機
関
代
表
か
ら
は
「
本
体
に
組
合
員
が
少
な
く
な

っ
て
い
く
現
状
で
、
議
論
の
場
が
持
て
な
い
」「
青

森
営
業
統
括
セ
ン
タ
ー
新
設
さ
れ
る
が
、
業
務
の
融

合
に
つ
い
て
確
実
な
教
育
の
実
施
を
」「
組
合
員
が

拡
大
の
意
義
を
見
出
せ
て
い
な
い
。
労
組
未
加
入
者

が
増
え
て
い
く
中
、
組
織
拡
大
が
よ
り
働
き
や
す
い

職
場
作
り
に
つ
な
が
り
、
若
手
社
員
自
身
の
た
め
に

な
る
と
い
う
私
た
ち
の
認
識
が
必
要
で
は
」
な
ど
の

発
言
が
あ
り
、
業
務
関
係
は
地
本
・
菊
池
要
悦
書
記

長
が
答
弁
。

　

会
議
は
、
石
田
支
部
書
記
長
に
よ
る
「
組
織
拡
大

を
達
成
す
る
た
め
に
、
ま
ず
若
手
社
員
の
不
平
・
不

満
の
声
を
拾
い
上
げ
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組

む
行
動
を
積
み
重
ね
て
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
」

と
の
ま
と
め
を
全
体
で
確
認
し
、
終
了
し
た
。

１月9日青森・10日盛岡

自
分
た
ち
が
で
き
る
取
り
組
み
を
積
み
重
ね

全
組
合
員
の
力
の
結
集
で
目
標
を
達
成
し
よ
う

＝
両
支
部
で
分
会
代
表
者
会
議
を
開
催
＝

盛岡支部：挨拶をする佐々木研司支部委員長

沢　田　光　広
佐々木　政　志

拡大キャッチコピー「新しい仲間づくりを皆の力で」「一緒に解消しませんか、あなたの疑問。加入まってます」


